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天龍小学校

突然の臨時休校、更に縮小、時短の卒業式。異例続きの年度末を過ごしました。しかし、年度

をまたいでも新型コロナウィルスの感染拡大は収束の兆しを見せず、本日行われた入学式も、卒

業式と同様に時間を短くし、お客様にもご出席を控えていただく中で行われました。それだけに、

この入学式は天龍小らしい温かい雰囲気の式にしようと、みんなで協力しました。

今年度は４名の入学生を迎えました。ご家族におかれましては、誠におめでとうございます。

４名の入学生は、伊藤颯吾（そうご）君、成瀬鈴音（すずね）さん、橋爪 憂（ゆう）さん、宮

澤羽仁（わひと）君です。新しい仲間ができたことをとてもうれしく思います。一日も早く小学

校生活に慣れ、楽しく過ごしていけるよう、みんなで協力していきたいと思います。

さて、今年度、天龍小学校は、各学級の児童数の関係で、１，２年、３，５年という組み合わ

せの複式学級２クラスと６年生という３学級で発足しました。ただし、昨年度同様、村等の協力

を得て、職員は各学年に担任として入れるだけの人数がそろっています。従って、子どもの発達

段階や実態に応じて２つの学年が一緒に活動したり、それぞれ単独で学習したりというように、

フレキシブルに授業や活動を工夫していくことが可能になります。天龍小学校独自の学びのスタ

イルとして、子どもにとってよりよい学びを学校として追求していきたいと思います。今後も学

校や子ども達の様子を見ていただき、ご意見やご要望等を遠慮なくお聞かせいただけるとうれし

く思います。お世話になりますが、今年度もよろしくお願いします。

今年度は、全校児童１８名となりました。そして、今年度の全校の重点目標は、「自らの願いに

向けて追究していく子どもの育成」です。この目標は、子ども達が将来社会に出て行くときに、指示

されたことは素直に誠実に行うことができるが、指示されないと動くことができないというよう

な人ではなく、自分自身が「こうしたい」とか「これをできるようにしたい」、「こんな人になり

たい」といった「願い」や「志」をもち、それを叶えるために懸命に考えたり、努力したり、工

夫したりできる人に育ってほしいというものです。こうした資質は学校を卒業して社会に出れば

自然に身につくものではないと思います。小学校の段階から様々な経験や努力する機会を通し、

また、時には厳しい場面に身をおき、乗り越えるような体験もすることによって育まれるものと

思います。職員一同、願いを共有しつつこのような力強い子どもの姿を目指して、取り組んでい

きたいと思います。保護者の皆様にはご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

「一期一会」…人をもてなす際に「お茶」が双方のコミュニケーションにおいて重要な意味

を持つようになった頃，「茶会」は毎回，一生に一度だという思いをこめて，双方が誠心誠意，

真剣に行うべきことを説いた語。現在は，「一生に一度しかない出会い」「お互いに今こうして

いられるのは一生に一度かぎり」という意味を持つようになった。（参考：大辞泉）



・・・・天龍小学校に入学した皆さんにお願いがあります。

一つ目は、自分がやりたいと思うことを、思いっきりできる人になってほしいです。そうすれ

ば小学校がとっても楽しいところになります。

二つ目は、「おはよう」「さようなら」「ありがとう」、元気なあいさつができる人になってほし

いです。そうすれば、全校みんなとなかよしになって、友だちにやさしくできる人になれます。

三つ目は、お友達と思いっきり遊んでほしいです。遊ぶことはとても大切なことで、体を丈夫

にすることができるし、友達のよいところややさしいところをたくさん見つけることができます。

最後の四つ目は、自分の周りにあるものを大切にできる人になってほしいです。このきれいな

天龍村、その中にある、学校、花や木、生き物、みんなを大切にしましょう。

私から、今、四つのお願いをしました。

さあ、明日から、お家と学校の行き帰りに気をつけて元気に登校して、今言った四つのことを

がんばりましょう。

新入生の保護者の皆様、本日は、お子様のご入学、誠におめでとうございます。お子様の晴れ

やかな姿を前にして感慨もひとしおのことと存じます。反面、小学校への入学にあたって、一抹

の不安をお持ちのことと拝察いたします。本日より、私ども職員は、皆さまのお子様を天龍小学

校の児童として、責任を持ってお預かりいたします。そしてお子様の健やかな成長のために、力

を合わせ、精一杯努力して参りたいと思います。

先ほど、一年生にお願いした四つのことは、本校の学校教育目標「自分で考え行う子、思いや

りのある子、心とからだをきたえる子、美しいものを愛する子」にあたります。わかった喜び、

できた喜び、認められた喜びを味わうことができ、子どもたちがのびのびと、楽しく生活できる

学校づくりに取り組んでまいります。

保護者の皆さまには、これからの六年間、天龍小学校の教育活動にお力添えいただきますよう

お願い申し上げます。・・・・

新たな気持ちで頑張ります。

よろしくお願いします。


